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編 集 後 記

日本医事新報の昭和33年2月22日 号 の時論瀾に 「大阪市の反省をもとむ」と題 して同市民病院

の谷村氏が一文を発表してい られる.大 阪市の条令或は役人,事 務員 らが市民病院の医者に対し

て全 くひどい考え方や待遇をしていることを訴え,そ れにっれて医者の方も学問 と医療に情熱を

失つていることを述べてい られる.ま ことに実状はその通 りであろうと察せ られ,医 学の一端に

連なる筆者 としても情けない気がする.

◇

それにしても普通ならばなかなか言いに くことを,一 身の得失を顧みずに,何 ものをも恐 れ

ずに,卒 直に信ずるところを述べられたことに対して敬意を表したい.世 の中には事なかれ主義

や,自 分の損になりそ うなことは言わぬ流儀が多い それでは当人は俗世的に出世 した り或は得

をすることはあろうけれどども,世 の中は良くはならぬ.や はり各人が信ずることをはつき りと

主張することが世の中を良 くするのである.こ のような立派な発言をする人を,医 界人が黙って

見過ごした り或は医界から何らの反響も起らぬようなことでは困る.う しろから続いて大いに応

援せねばならぬ.

◇

これは単に大阪市だけの問題ではなく,類 似の事柄は至る所にある.或 る紡績会杜病院の勤務

医か ら話を聞いたことがある.そ れは会祉側が医者の本然の立場を理解して居 らず,主 に社員と

して考えているので,医 者は会社の職員 としての立場 と医者 としての立場との不一致に悩まされ

ると言うのである.全 くその通 りであろう.医 者が医者でないものに従属しているのである.そ

の医者は会社に勤めてはいるが,や はり医者 とい う任務の比重が大きく,従 って医界 とい う広い

立場の方に密接に身を置いてゆくべきである.

◇

以上の問題は個入の医者ではどうともならぬ・根本的には現今日本の医療制度の欠陥に連なつ

ている・この頃の医界,医 政に関する論説を見聞すると,そ の殆んどすべてが医療制度の不備を

衝いたものである・これに対しては小手先の処置ではなく,こ れらの錯誤と混乱を根底から立て

直さねばならぬことが痛感せられる。
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